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一

本
書
の
内
容

著
者
は
、
本
書
（
友
部
謙
一
著
『
前
工
業
化
期
日
本
の
農
家
経
済
─
主

体
均
衡
と
市
場
経
済
─
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
の
目
的
を
「
経
済
学

と
人
類
学
的
思
考
に
基
づ
い
た
分
析
視
角
の
も
と
に
、
前
工
業
化
期

の
日
本
農
村
に
お
け
る
市
場
・
市
場
経
済
の
変
化
の
様
子
を
、
そ
れ

と
向
き
あ
っ
て
き
た
個
々
の
人
び
と
、
あ
る
い
は
そ
の
中
間
組
織
で

あ
る
家
族
・
世
帯
が
い
か
な
る
対
応
を
し
て
き
た
の
か
を
分
析
す
る

こ
と
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
」（
本
書
、
四
頁
）
こ
と
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
著
者
が
、
日
本
に
お
け
る
数
量
経
済
史
研
究
の
代
表
者

で
あ
る
速
水
融
氏
の
も
と
で
学
ば
れ
た
と
い
う
経
歴
か
ら
す
る
短
絡

的
な
連
想
で
は
、
経
済
学
的
思
考
は
納
得
な
の
で
あ
る
が
、
人
類
学

的
思
考
と
い
う
部
分
は
少
し
意
外
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
歩
内
容

に
踏
み
込
め
ば
、
本
書
は
、
マ
ク
ロ
的
な
成
長
論
的
視
角
か
ら
の
分

析
で
は
な
く
、
農
家
の
経
済
行
動
と
い
う
ミ
ク
ロ
経
済
学
的
視
点
か

ら
の
分
析
（
主
体
均
衡
と
市
場
経
済
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
す
ぐ
に

気
づ
く
。
そ
う
し
た
農
家
と
い
う
経
済
主
体
に
注
目
す
れ
ば
、
市
場

的
経
済
行
動
だ
け
で
な
く
、
百
姓
一
揆
の
よ
う
な
実
力
行
動
や
モ
ラ

ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
よ
う
な
生
存
原
理
優
先
的
行
動
が
視
野
に
入
っ
て

く
る
の
は
当
然
で
あ
り
、「
人
類
学
的
思
考
」
と
い
う
こ
と
が
納
得

さ
れ
る
。
そ
こ
に
著
者
の
問
題
関
心
の
幅
広
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
本
書
の
目
次
を
示
し
て
お
き
た
い
。

〔
書

評
〕

近
世
日
本
農
家
の
主
体
均
衡
に
つ
い
て
─
友
部
著
の
書
評
と
し
て

─

大

島

真

理

夫
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序

章

前
工
業
化
期
日
本
の
農
家
経
済
〈
主
体
均
衡
と
市
場

経
済
〉

第
一
章

近
世
日
本
に
お
け
る
農
家
経
済
の
成
立
〈
近
世
前
期

の
人
口
増
加
と
「
家
」
＝
直
系
家
族
の
成
立
〉

第
二
章

小
農
家
族
経
済
論
と
チ
ャ
ヤ
ー
ノ
フ
理
論
〈
経
済
学

と
人
類
学
の
対
話
〉

第
三
章

近
世
日
本
の
農
家
経
済
と
世
帯
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

〈
近
世
中
期
中
部
日
本
農
村
に
お
け
る
耕
作
権
移
動
と
人

口
学
的
要
因
の
相
互
連
関
〉

第
四
章

前
工
業
化
期
日
本
の
主
体
均
衡
〈
チ
ャ
ヤ
ー
ノ
フ
法

則
・
副
業
就
業
化
・
小
作
化
の
相
互
連
関
〉

第
五
章

近
世
日
本
の
農
家
経
済
と
地
主
小
作
関
係
〈
幕
末
近

畿
農
村
に
お
け
る
地
主
小
作
関
係
の
展
開
と
世
帯
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
〉

第
六
章

近
代
日
本
の
農
家
経
済
と
地
主
小
作
関
係
〈
小
作
料

率
か
ら
見
た
長
期
的
観
察
〉

第
七
章

農
家
経
済
と
モ
ラ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
論
〈
騒
擾
・
村

落
・
市
場
経
済
〉

第
八
章

数
量
経
済
史
か
ら
見
た
幕
末
百
姓
一
揆
〈
一
八
四
四

～
一
八
六
七
年
、
プ
ロ
ト
工
業
化
・
都
市
化
・
モ
ラ
ル

エ
コ
ノ
ミ
ー
〉

第
九
章

過
剰
就
業
と
農
家
主
体
均
衡
〈
小
農
家
族
経
済
か
ら

見
た
近
世
・
近
代
日
本
農
村
経
済
〉

著
者
は
、
前
述
の
本
書
の
目
的
の
後
に
、
本
書
の
主
要
な
分
析
課

題
を
次
の
五
点
に
ま
と
め
て
い
る
。

①
近
世
初
頭
の
「
農
家
」
主
体
均
衡
の
成
立
と
市
場
経
済

②
前
工
業
化
期
日
本
農
村
に
お
け
る
市
場
経
済
の
発
展
と
農
家
主

体
均
衡
─
農
村
の
市
場
経
済
化
─

③
前
工
業
化
期
日
本
農
村
に
お
け
る
農
家
主
体
均
衡
と
地
主
小
作

関
係
─
土
地
貸
借
市
場
を
参
照
体
系
と
し
て
─

④
幕
末
農
民
の
新
た
な
「
市
場
」
意
識
の
形
成
─
百
姓
一
揆
の
数

量
分
析
か
ら
─

⑤
農
家
主
体
均
衡
か
ら
見
た
近
世
・
近
代
農
村
─
過
剰
就
業
と
労

働
不
足
─

こ
れ
ら
の
課
題
と
目
次
構
成
と
の
対
応
関
係
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

序
章
は
、
視
点
の
提
示
、
各
章
の
紹
介
で
あ
り
、
直
接
、
課
題
と

は
対
応
し
な
い
。

課
題
①
は
、
第
一
章
が
対
応
す
る
。
一
七
世
紀
に
お
け
る
人
口
増

加
と
直
系
家
族
分
立
過
程
の
分
析
で
あ
る
。

課
題
②
は
、
本
書
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
最
も
主
要
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な
課
題
で
あ
る
。
二
で
少
し
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
農
家
が
、
労
働

投
入
の
結
果
得
ら
れ
る
限
界
効
用
（
追
加
一
単
位
の
労
働
か
ら
得
ら
れ

る
生
産
物
の
主
観
的
効
用
）
と
、
労
働
投
入
に
伴
う
限
界
不
効
用
（
追

加
一
単
位
の
労
働
の
苦
痛
）
が
等
し
く
な
る
点
で
、
労
働
投
入
量
＝
生

産
物
量
が
決
ま
る
よ
う
な
行
動
を
し
て
い
る
（
主
体
均
衡
）
こ
と
の

実
証
で
あ
る
。

第
二
章
は
、
こ
う
し
た
主
体
均
衡
と
い
う
考
え
方
で
農
家
の
経
済

行
動
を
分
析
し
た
古
典
的
研
究
で
あ
る
チ
ャ
ヤ
ー
ノ
フ
小
農
家
族
経

済
論
の
分
析
と
、
そ
の
主
体
均
衡
理
論
の
世
界
各
地
の
事
例
に
よ
る

実
証
で
あ
る
。
チ
ャ
ヤ
ー
ノ
フ
の
詳
細
な
年
譜
や
顔
写
真
も
収
録
さ

れ
て
お
り
、
著
者
の
チ
ャ
ヤ
ー
ノ
フ
へ
の
傾
倒
ぶ
り
が
示
さ
れ
て
い

る
。第

三
章
は
、
美
濃
国
大
野
郡
東
横
山
村
の
事
例
分
析
で
あ
る
。
同

村
に
は
、
多
数
の
宗
門
改
帳
が
残
存
し
、
こ
れ
と
名
寄
帳
を
組
み
合

わ
せ
て
分
析
が
行
わ
れ
る
。
各
世
帯
の
家
族
員
数
に
、
年
齢
に
対
応

し
た
消
費
力
指
数
と
労
働
力
指
数
を
乗
じ
て
、
消
費
力
／
労
働
力

（C
/W

）、
つ
ま
り
労
働
力
一
単
位
当
た
り
の
消
費
力
量
が
計
算
さ
れ

る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
世
帯
の
消
費
力
の
大
小
に
対
応
し
て
、
生

産
物
量
（
こ
こ
で
は
所
有
耕
地
面
積
で
代
用
）
が
調
整
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
実
証
さ
れ
る
。
た
だ
、
後
に
も
述
べ
る
が
、
名
寄
帳
に
記
載
さ

れ
た
所
有
地
面
積
（
な
い
し
持
高
）
で
各
世
帯
の
耕
地
面
積
（
経
営
面

積
＝
生
産
規
模
）
を
代
用
し
て
い
る
こ
と
へ
の
疑
問
を
ぬ
ぐ
い
き
れ

な
い
。
ま
た
、C

/W

と
い
う
数
値
も
、
勤
労
世
代
と
子
供
か
ら
な
る

家
族
の
場
合
に
消
費
力
が
高
く
な
る
こ
と
を
表
す
場
合
に
は
よ
い
が
、

高
齢
の
単
身
者
世
帯
な
ど
は
、
労
働
力
指
数
が
低
下
す
る
の
に
対
し
、

消
費
力
指
数
は
低
下
し
な
い
と
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、C/W

が
高

く
な
る
。
し
か
し
、
労
働
力
指
数
が
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

自
ら
耕
作
面
積
を
拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
（
消
費
力

と
比
例
し
え
な
い
）
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
（
一
〇
九
頁
の
例
）。

第
四
章
は
、
チ
ャ
ヤ
ー
ノ
フ
理
論
に
基
づ
く
二
つ
の
仮
説
を
検
証

す
る
。
第
一
仮
説
は
、C/W

とP/C

の
負
の
相
関
関
係
で
あ
る
。
こ

こ
で
P
は
、
生
産
物
量
（
耕
地
面
積
で
代
用
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
消

費
力
に
対
し
て
労
働
力
が
多
い
世
帯
ほ
ど
、
消
費
力
に
対
す
る
生
産

物
量
が
大
で
あ
る
、
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
第
二
仮
説
は
、C

/W

と

P/W

の
正
の
相
関
関
係
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
労
働
力
に
対
し
て
消
費

力
が
大
で
あ
る
世
帯
ほ
ど
、
労
働
力
に
対
す
る
生
産
物
量
（
耕
地
面

積
で
代
用
）
が
大
、
つ
ま
り
労
働
強
度
が
大
で
あ
る
、
と
い
う
仮
説

で
あ
る
。
そ
し
て
、
羽
前
、
磐
城
、
美
濃
、
摂
津
、
千
葉
県
、
全
国

調
査
、
長
野
県
な
ど
の
、
近
世
～
近
代
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
検
証
さ

れ
る
。



243

課
題
③
は
、
第
四
章
で
も
一
部
検
討
さ
れ
る
が
、
第
五
章
が
中
心

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
丹
波
国
大
山
宮
村
の
事
例
が
分
析
さ
れ
る
。

同
村
に
は
、
園
田
家
と
い
う
大
規
模
農
家
（
開
発
地
主
）
が
存
在
し
、

村
民
の
多
く
が
園
田
家
の
土
地
を
小
作
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
P
を

持
高
で
代
用
し
た
場
合
（

）
と
、「
作
畝
」
で
代
用
し
た
場
合
（

）

に
つ
い
て
、C/W

とP/W
の
相
関
関
係
を
検
証
し
、

の
場
合
に
明

確
に
正
の
相
関
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
作
地
の
増
減

が
、
世
帯
当
た
り
の
消
費
力
の
大
小
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

た
。課

題
④
に
は
、
第
六
～
八
章
が
対
応
す
る
。
た
だ
し
、「
百
姓
一

揆
の
数
量
分
析
か
ら
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、
第
八
章
の
み
が

該
当
す
る
。
第
六
章
は
、
地
主
小
作
関
係
の
モ
ラ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
的

性
格
の
分
析
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
近
世
～
近
代
日
本
の
小
作
料
率
が
、

契
約
上
は
「
定
額
」
で
あ
っ
た
が
、
実
質
的
に
は
「
定
率
」
と
し
て

機
能
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
、
収
穫
の
変
動
に
対
し
て
、
地
主
側

が
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
七
章
は
、
モ
ラ
ル

エ
コ
ノ
ミ
ー
論
に
関
す
る
、
主
に
海
外
の
研
究
史
の
検
討
が
行
わ
れ
、

と
く
に
、
モ
ラ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
＝
反
市
場
経
済
と
い
う
と
ら
え
方
を

批
判
し
、
村
落
モ
ラ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
村
落
市
場
経
済
の
活
性
化

を
推
進
さ
せ
る
機
能
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
八
章

P1

P2

P2

は
、
幕
末
期
の
百
姓
一
揆
に
つ
い
て
、
時
期
別
、
地
域
別
の
発
生
件

数
や
そ
の
強
度
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
指
数
）
と
、
人
口
密
度
、
都
市
人

口
比
率
、
農
村
工
業
化
率
な
ど
と
の
関
係
が
、
統
計
学
的
に
分
析
さ

れ
る
。

最
後
に
、
第
九
章
で
課
題
⑤
が
検
討
さ
れ
る
。「
小
農
家
族
経
済

か
ら
見
た
近
世
・
近
代
日
本
農
村
経
済
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が

示
す
よ
う
に
、
一
種
の
総
括
的
な
章
で
あ
る
。

論
点
は
、
視
点
の
提
示
→
農
家
主
体
の
成
立
（
課
題
①
）
→
農
家

の
主
体
均
衡
の
実
証
（
課
題
②
）
→
農
家
の
主
体
均
衡
に
対
応
し
た

土
地
賃
貸
借
（
課
題
③
）
→
農
家
の
主
体
均
衡
を
支
え
る
社
会
的
条

件
（
課
題
④
）
→
総
括
（
課
題
⑤
）、
と
い
う
流
れ
で
展
開
さ
れ
て
い

る
。

二

農
家
の
主
体
均
衡
と
本
書
の
意
義

こ
れ
は
評
者
自
身
の
確
認
の
た
め
で
あ
る
が
、
チ
ャ
ヤ
ー
ノ
フ
に

よ
る
農
家
の
主
体
均
衡
と
い
う
概
念
を
お
さ
ら
い
し
て
お
き
た
い
。

図
１
の
よ
う
に
、
農
家
が
そ
の
生
産
物
を
増
加
さ
せ
る
（
横
軸
上
を

右
へ
進
む
）
と
、
そ
の
た
め
の
労
働
投
入
が
増
大
し
、
そ
の
不
効
用

は
限
界
的
に
増
大
す
る
（
曲
線

）。
一
方
、
生
産
物
か
ら
得
ら
れ

る
効
用
は
、
限
界
的
に
逓
減
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
曲
線

L
L

U
U
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の
よ
う
に
右
下
が
り
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
農
家
は
、

労
働
投
入
に
よ
る
限
界
不
効
用
と
生
産
物
の
限
界
効
用
の
一
致
す
る

交
点
Ｘ
で
、
生
産
物
量
（
労
働
投
入
量
）
を
決
定
す
る
。

こ
こ
で
、
例
え
ば
子
供
が
誕
生
し
て
家
族
の
消
費
人
員
が
増
大
し

た
場
合
、
同
じ
生
産
物
量
で
も
そ
の
限
界
効
用
は
増
大
す
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
曲
線

は
右
上
方
に
移
動
し
、
曲
線

と
な
る
。

そ
の
場
合
、
家
族
の
労
働
人
員
が
増
加
し
な
け
れ
ば
、
労
働
の
不
効

用
は
同
一
の
曲
線

上
を
進
む
の
で
、
交
点

が
均
衡
点
と
な
る
。

生
産
物
量
は
増
大
す
る
が
労
働
の
不
効
用
も
増
大
す
る
。
こ
れ
に
対

し
、
労
働
人
員
が
増
大
す
る
と
、
同
じ
生
産
物
量
で
も
労
働
投
入
の

不
効
用
は
低
下
す
る
の
で
、

曲
線

は
右
下
方
へ
シ
フ

ト
し
、

と
な
る
で
あ
ろ

う
。
家
族
労
働
と
い
う
状
況

を
考
え
れ
ば
、
消
費
人
員
も

増
大
し
、
曲
線

は
や
は

り

に
シ
フ
ト
す
る
の
で
、

生
産
量
は
、
曲
線

と

の
交
点
、

に
決
ま
る
。

以
上
で
は
、
土
地
や
資
本
な

U
U

U′
U′

L
L

Ｘ′
L
LL′

L′

U
U
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U′
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ど
、
他
の
生
産
要
素
は
十
分
に
存
在
し
、
労
働
投
入
の
増
大
に
対
し
、

制
約
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
農
家
は
、
家
族
の
消
費
人
員
に
対
応
し
て
、
生
産
物

か
ら
得
ら
れ
る
限
界
効
用
と
、
労
働
人
員
に
対
応
す
る
、
労
働
投
入

に
対
す
る
限
界
不
効
用
の
均
衡
点
で
、
生
産
規
模
を
決
定
し
て
い
る
、

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

友
部
は
、
近
世
日
本
の
農
家
も
こ
う
し
た
主
体
均
衡
の
原
則
に

従
っ
て
行
動
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
実
証
し
よ
う
と
す
る
。

チ
ャ
ヤ
ー
ノ
フ
の
議
論
は
、
個
別
農
家
の
時
間
の
経
過
（
と
く
に
家

族
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
）
の
中
で
の
均
衡
行
動
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
実

証
す
る
こ
と
は
、
資
料
に
恵
ま
れ
な
い
限
り
簡
単
で
は
な
い
し
、
特

殊
な
慣
行
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
個
別
事
例
を
超
え
て
あ
る
程
度
の
地

域
的
広
が
り
を
も
っ
て
実
証
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
友

部
は
、
Ｍ
・
サ
ー
リ
ン
ズ
の
定
式
化
を
踏
ま
え
て
、
一
村
な
い
し
一

地
域
、
あ
る
い
は
全
国
調
査
に
よ
っ
て
、
あ
る
時
点
に
お
け
る
農
家

群
に
つ
い
て
、
各
農
家
の
耕
地
面
積
と
そ
の
農
家
の
消
費
人
員
が
比

例
的
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
原
則
を
実

証
す
る
。
具
体
的
に
は
、
前
述
のC

/W

とP/C

の
負
の
相
関
関
係

と
、C/W
とP/W

の
正
の
相
関
関
係
を
、
統
計
的
処
理
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
地
主
小
作
関
係
も
、
こ
う
し

（
１
）

限
界
効
用
・
不
効
用

生産物価値

L

LU

U
L′

L′U′

U′

X X′′′

X′

X′′

図１ 主体均衡の概念図
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た
主
体
均
衡
行
動
を
取
る
農
家
の
土
地
貸
借
需
要
に
対
す
る
、
土
地

貸
借
市
場
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

近
世
日
本
経
済
史
の
分
野
で
は
、
地
主
制
研
究
は
、
一
九
五
〇
年

代
か
ら
六
〇
年
代
に
お
い
て
は
研
究
の
中
心
的
な
分
野
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
は
、
経
済
史
の
分
野
で
は
物
価
史
や
産
業
史
へ
、
日
本
史
の

分
野
で
は
民
衆
運
動
史
や
世
直
し
状
況
論
、
モ
ラ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
論

や
地
域
社
会
論
へ
と
展
開
し
、
農
家
の
土
地
経
営
に
関
す
る
研
究
は

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
研
究
状
況
の
中
で
、

チ
ャ
ヤ
ー
ノ
フ
的
な
主
体
均
衡
と
い
う
視
点
か
ら
近
世
農
家
の
経
済

行
動
を
分
析
し
た
友
部
の
こ
の
著
書
は
、
方
法
論
的
に
新
た
な
時
代

を
画
す
る
研
究
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
内

外
の
多
数
の
文
献
を
渉
猟
し
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
論
を
展
開
し
て

い
る
点
も
、
特
筆
に
値
す
る
。

三

論

点

さ
て
、
チ
ャ
ヤ
ー
ノ
フ
理
論
を
近
世
～
近
代
の
日
本
農
村
に
適
用

す
る
に
あ
た
っ
て
、
評
者
と
し
て
、
最
も
気
に
な
る
の
は
、
チ
ャ

ヤ
ー
ノ
フ
が
対
象
と
し
た
近
世
～
近
代
の
ロ
シ
ア
農
村
と
日
本
農
村

に
お
け
る
、
土
地
、
労
働
、
資
本
と
い
っ
た
生
産
要
素
の
賦
存
状
況

と
、
そ
れ
ら
の
相
対
的
希
少
性
の
相
違
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、

チ
ャ
ヤ
ー
ノ
フ
『
小
農
経
済
の
原
理
』
の
訳
者
で
あ
る
磯
辺
秀
俊
が
、

一
九
五
七
年
版
へ
の
序
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

わ
が
国
の
農
民
経
済
に
つ
い
て
み
る
に
、
同
じ
く
家
族
労
働
を

根
幹
と
す
る
家
族
農
業
の
範
疇
に
属
し
な
が
ら
、
資
本
の
比
重

が
相
対
的
に
高
い
資
本
経
済
的
家
族
農
業
と
、
家
族
労
働
の
比

重
が
高
い
労
働
経
済
的
家
族
農
業
い
わ
ゆ
る
家
族
労
作
経
営
と

の
二
つ
の
類
型
が
区
別
さ
れ
る
が
、
わ
が
国
農
民
経
済
の
大
部

分
を
占
め
る
後
者
で
は
、
す
で
に
右
に
述
べ
た
よ
う
な
近
代
経

済
的
な
一
面
〔
衣
食
住
と
い
う
一
次
的
生
活
的
欲
求
で
は
な
く
、

二
次
的
な
文
化
的
欲
求
が
生
活
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
段
階
─
大

島
〕
を
も
ち
な
が
ら
も
、
な
お
教
授
の
説
く
労
働
消
費
的
均
衡

論
〔
本
書
の
表
現
に
言
う
主
体
均
衡
論
─
同
〕
に
て
解
明
さ
れ
る

よ
う
な
経
済
意
識
が
多
少
と
も
強
く
存
す
る
こ
と
を
否
み
え
な

い
。
本
書
に
お
い
て
─
と
く
に
農
地
欠
乏
の
場
合
に
お
い
て
─

指
摘
さ
れ
る
と
類
似
の
諸
現
象
は
わ
が
国
で
も
一
般
的
に
数
多

く
観
察
さ
れ
る
。
と
言
っ
て
も
農
民
経
済
を
規
制
す
る
社
会
経

済
的
条
件
は
、
彼
我
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
く
、
そ
れ
に
し
た

が
っ
て
具
体
的
な
事
象
の
現
わ
れ
方
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
こ

と
も
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
例
え
ば
チ
ャ
ー
ヤ
ノ
フ
理
論
の
重

要
前
提
で
あ
る
、
農
民
家
族
の
成
長
老
衰
に
適
応
す
る
経
営
農

（
２
）
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地
面
積
の
増
減
と
い
う
条
件
は
、
わ
が
国
で
は
狭
く
限
ら
れ
て

い
て
、
彼
と
は
逆
に
家
族
の
側
に
お
い
て
、
家
族
員
の
兼
業
化

や
農
家
離
脱
な
ど
に
よ
る
適
応
の
事
象
が
観
察
さ
れ
る
。（
傍

線
は
大
島
）

チ
ャ
ヤ
ー
ノ
フ
著
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
頭
の

ロ
シ
ア
で
は
、
共
同
放
牧
義
務
を
伴
う
休
閑
期
間
と
耕
作
期
間
の
交

替
（
三
圃
式
、
二
圃
式
、
雑
圃
式
）
が
広
範
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

場
合
、
耕
作
期
間
も
、「
耕
地
を
す
べ
て
の
経
営
主
に
共
同
に
割
替

地
へ
分
割
す
る
こ
と
」（
同
書
、
二
三
九
頁
）
を
含
ん
で
い
た
。
土
地

は
十
分
に
豊
富
に
存
在
し
、
家
族
員
数
が
増
加
し
て
食
料
需
要
が
増

大
す
れ
ば
、
割
当
耕
地
を
増
加
さ
せ
て
経
営
面
積
を
増
や
し
、
農
産

物
生
産
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
対
応
が
普
通
に
可
能
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
訳
者
の
磯
辺
が
言
わ
ん
と
し
た
こ
と
は
、
近
世
～
近
代
の

日
本
農
村
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
条
件
は
欠
如
し
て
お
り
、
家
族

の
増
加
に
よ
る
食
料
需
要
の
増
加
に
対
し
て
は
、
た
し
か
に
労
働
投

入
を
増
大
さ
せ
る
が
、
そ
れ
は
農
業
部
門
で
は
な
く
、
兼
業
や
出
稼

ぎ
に
振
り
向
け
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
の
収
入
獲
得
が
図
ら
れ
た
の
で
、

「
具
体
的
な
事
象
の
あ
ら
わ
れ
方
は
異
な
る
」
と
い
う
側
面
で
あ
っ

た
。友

部
は
、
磯
辺
が
「
狭
く
限
ら
れ
て
い
」
た
と
い
う
耕
地
面
積
の

増
減
が
、
日
本
に
お
い
て
も
あ
っ
た
こ
と
を
、
あ
え
て
実
証
し
よ
う

と
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
章
、
第
四
章
が
そ
の
実
証
に
当

て
ら
れ
て
お
り
、
本
書
の
中
心
的
な
部
分
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
気
に
な
る
の
が
、
近
世
に
つ
い
て
言
う
と
、

友
部
が
分
析
し
て
い
る
耕
地
面
積
の
デ
ー
タ
が
、
一
部
を
の
ぞ
い
て
、

「
名
寄
帳
」
や
「
持
高
書
上
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
所
有
石
高
で
代

用
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
来
、
チ
ャ
ヤ
ー
ノ
フ
的
な
主
体
均
衡

の
概
念
は
、
家
族
員
数
に
応
じ
て
経
営
土
地
面
積
を
増
減
さ
せ
る
と

い
う
、
フ
ロ
ー
と
し
て
の
土
地
の
投
入
量
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
が
、
所
有
石
高
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
＝
資
産
の
大
小
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
フ
ロ
ー
と
ス
ト
ッ
ク
で
は
、
統
計
学
的

処
理
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
た
相
関
関
係
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、
大

き
く
異
な
っ
て
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
友
部
が
参
照
し
て
い
る
新
保
博
の
『
封
建

的
小
農
民
の
分
解
過
程
─
近
世
西
摂
菜
種
作
地
帯
を
中
心
に
─
』
に

は
、
摂
津
国
八
部
郡
花
熊
村
に
つ
い
て
、
次
の
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と

を
想
起
し
た
い
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
幕
末
期
の
花
熊
村

に
お
い
て
は
、
持
高
別
階
層
構
成
に
お
い
て
五
～
一
〇
石
層
が

も
っ
と
も
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
が
、
経
営
規
模
別
構
成

（
３
）
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に
お
い
て
は
そ
れ
以
上
に
五
～
一
〇
石
層
の
比
重
が
大
き
く
、

全
経
営
の
五
〇
％
以
上
に
た
っ
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
持
高
一
〇
石
以
上
の
農
民
は
所
持
地
の
一
部
を
小
作
地

と
し
て
貸
し
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
業
経
営
の
規
模
を
一
〇

石
前
後
の
家
族
労
働
力
を
中
心
と
し
て
耕
作
し
う
る
規
模
に
ま

で
縮
小
し
て
お
り
、
他
方
五
石
未
満
層
の
一
部
は
小
作
地
を
借

り
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
営
規
模
を
五
～
七
石
程
度
に
拡
大

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
経
営
規
模
別
構
成
と
い
う
視
点
か
ら

す
れ
ば
、
幕
末
期
に
は
五
～
一
〇
石
層
す
な
わ
ち
家
族
労
働
力

を
中
心
と
す
る
小
規
模
経
営
に
集
中
す
る
と
い
う
傾
向
を
明
ら

か
に
示
し
て
い
る
。（
傍
線
は
大
島
）

こ
こ
に
は
、
地
主
小
作
関
係
が
、
経
営
耕
地
確
保
の
た
め
の
土
地

貸
借
の
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
新
保
に
は
家
族
の
消
費
人
員
の
増
減
に
よ
る
経
営
耕
地
面
積
の

伸
縮
と
い
う
視
点
は
な
く
、
標
準
的
規
模
の
家
族
労
働
力
に
よ
る
適

正
規
模
経
営
の
維
持
と
い
う
視
点
で
推
論
し
て
い
る
。
花
熊
村
の
事

例
は
、
友
部
の
視
点
で
踏
み
込
ん
だ
統
計
学
的
処
理
を
行
っ
て
も
よ

か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

友
部
に
よ
る
、
家
族
の
消
費
人
員
と
経
営
耕
地
の
相
関
分
析
に
つ

い
て
、
も
う
一
つ
、
不
満
が
残
っ
た
の
は
、
第
三
章
の
美
濃
国
大
野

（
４
）

郡
東
横
山
村
の
分
析
を
除
い
て
は
、
相
関
係
数
が
示
さ
れ
る
の
み
で
、

散
布
図
や
回
帰
式
が
示
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
相
関

関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な
関
係
な
の

か
、C/W

とP/W

の
関
係
は
比
例
的
な
関
係
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の

程
度
比
例
し
て
い
る
の
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、Y

＝aX

＋b

と
い
う

回
帰
式
に
お
い
て
、
傾
き

の
大
き
さ
は
ど
の
程
度
な
の
か
、
Ｙ
軸

の
切
片

は
ど
の
程
度
の
値
な
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
新
保

は
、
花
熊
村
に
お
い
て
、
経
営
規
模
五
～
一
〇
石
層
に
収
斂
す
る
傾

向
を
指
摘
し
た
。
友
部
の
分
析
し
た
事
例
で
は
、
そ
の
辺
は
ど
の
程

度
の
規
模
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
関
心
に
答
え
て
も
ら
え

な
い
憾
み
が
残
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
─
近
世
・
近
代
日
本
の
農
家
像
─

本
書
全
体
を
通
じ
て
、
友
部
は
、
近
世
以
前
～
近
世
～
近
代
の
日

本
の
農
家
を
ど
の
よ
う
に
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
友
部
は
、
そ
れ

ぞ
れ
を
段
階
的
変
化
と
し
て
描
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

近
世
以
前
か
ら
近
世
へ
の
変
化
は
、
親
方
百
姓
の
庇
護
の
も
と
に

あ
っ
た
単
身
の
下
人
が
家
族
を
形
成
し
（
第
一
ス
テ
ー
ジ
）、
親
方
の

も
と
を
出
て
独
立
の
生
産
・
消
費
単
位
を
形
成
し
（
第
二
ス
テ
ー
ジ
）、

そ
う
し
た
農
家
が
継
続
的
相
互
交
流
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
濃
密
な

a

b
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社
会
関
係
を
形
成
す
る
（
村
社
会
の
形
成
。
最
終
ス
テ
ー
ジ
）
と
い
う

展
開
と
し
て
描
か
れ
る
（
二
五
四
～
二
五
六
頁
）。
こ
れ
は
、
戦
後
の

日
本
史
・
日
本
経
済
史
学
界
に
お
い
て
太
閤
検
地
論
争
と
し
て
議
論

さ
れ
、
そ
の
後
は
近
世
史
に
お
い
て
小
農
自
立
論
と
し
て
定
着
し
た

中
世
─
近
世
移
行
期
の
農
村
社
会
像
と
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
歴

史
像
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
う
し
て
成
立
し
た
近
世
日
本
農
家
の
主
体
均
衡
に
つ
い
て
は
、

本
書
が
中
心
的
に
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
農
家
の
経
済
合

理
的
な
行
動
と
、
そ
れ
を
支
え
る
社
会
的
条
件
の
存
在
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
農
家
像
は
、「
純
粋
封
建
制
」
と
か
「
全
剰

余
収
奪
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
描
か
れ
た
昭
和
初
期
～
戦
後
の

近
世
農
村
史
像
と
は
大
き
く
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
長
期
的
な
研
究

史
を
見
れ
ば
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
歴
史
像
が
特
殊
で
あ
り
、
近
世
農

家
が
家
族
の
消
費
水
準
の
充
足
と
い
う
目
的
を
超
え
て
、
経
済
的
収

益
の
最
大
化
を
め
ざ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
行
っ
て
い
た
こ
と

は
、
大
方
の
共
通
の
理
解
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
消
費
人
員
と

耕
地
面
積
の
主
体
均
衡
と
い
う
友
部
の
農
家
像
が
、
こ
う
し
た
近
世

日
本
の
積
極
的
な
農
家
像
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
い
る
こ
と

に
な
る
の
か
を
考
え
る
と
、
む
し
ろ
、
近
世
農
家
の
経
済
活
動
の
レ

ベ
ル
へ
の
評
価
を
後
退
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸

念
も
生
じ
る
。

さ
ら
に
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
転
換
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
友
部
は
、「
労
働
弾
性
値
」（
労
働
を
一
単
位
増
加

さ
せ
た
時
の
生
産
の
増
加
分
）
と
い
う
数
値
の
推
計
に
よ
っ
て
、
一
八

八
〇
年
代
～
一
九
〇
〇
年
代
の
農
家
が
、
過
剰
就
業
＝
偽
装
均
衡
状

態
に
あ
っ
た
と
主
張
す
る
（
二
五
九
～
二
六
一
頁
）。
評
者
は
、
数
値

の
推
計
過
程
に
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
結
論
的
に
は
、

友
部
は
、
幕
末
に
開
始
さ
れ
て
明
治
へ
と
連
続
す
る
人
口
増
加
の
ト

レ
ン
ド
に
対
し
て
、
就
業
機
会
の
増
加
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、

過
剰
労
働
力
が
農
家
内
に
滞
留
し
、
農
家
の
主
体
均
衡
は
達
成
さ
れ

な
く
な
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
も
、
歴
史
像

と
い
う
点
で
は
、
こ
の
時
期
の
経
済
史
に
関
す
る
古
典
的
な
理
解
と

似
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
過
剰
人
口
の
農
村
へ
の
滞
留
＝
地

主
制
の
確
立
と
い
う
歴
史
像
で
あ
る
。
古
典
的
と
い
う
意
味
は
、
学

派
を
問
わ
ず
、
欧
米
に
対
す
る
日
本
経
済
・
日
本
社
会
の
後
進
性
を

強
調
し
た
、
昭
和
期
（
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
く
ら
い
）

の
日
本
史
学
・
日
本
経
済
史
学
に
お
い
て
共
有
さ
れ
た
歴
史
像
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
代
表
的
に
は
、「
日
本
資
本
主
義
の
確
立
」
と
い

う
視
点
に
立
ち
、
そ
こ
に
お
け
る
構
造
的
な
後
進
国
的
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
存
在
を
強
調
し
た
講
座
派
、
構
造
と
い
う
よ
り
段
階
的
な
後
進
性
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な
い
し
矮
小
性
を
強
調
し
た
労
農
派
─
宇
野
派
な
ど
、
マ
ル
ク
ス
経

済
学
系
統
の
経
済
史
学
・
日
本
史
学
で
あ
り
、
学
問
研
究
全
般
へ
の

影
響
力
の
大
き
さ
で
は
講
座
派
系
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。

友
部
が
描
き
出
す
近
世
～
近
代
日
本
の
農
家
経
営
、
農
村
社
会
の

段
階
的
変
化
に
関
す
る
歴
史
像
は
、
研
究
手
法
の
新
し
さ
と
は
対
照

的
に
、
か
な
り
古
典
的
（
正
し
く
は
昭
和
期
的
）
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

読
了
後
、
意
外
感
が
残
っ
た
。

最
後
に
、
具
体
的
な
指
摘
は
行
わ
な
い
が
、
本
書
に
は
、
何
か
の

勘
違
い
か
校
正
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
誤
記
が
目
に
つ
い
た
こ
と
を
付
記

し
、
著
者
の
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。

（
１
）
Ｍ
・
サ
ー
リ
ン
ズ
（
山
内
昶
訳
）『
石
器
時
代
の
経
済
学
』（
法

政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
四
年
）。

（
２
）
チ
ャ
ヤ
ー
ノ
フ
原
著
（
磯
辺
秀
俊
・
杉
野
忠
夫
共
訳
）『
小
農

経
済
の
原
理
〔
増
訂
版
〕』（
大
明
堂
、
一
九
五
七
年
）、
二
～
三
頁
。

（
３
）
新
保
博
『
封
建
的
小
農
民
の
分
解
過
程
─
近
世
西
摂
菜
種
作
地

帯
を
中
心
に
─
』（
新
生
社
、
一
九
六
八
年
）、
二
一
四
頁
。

（
４
）
本
誌
本
号
に
お
い
て
、
斎
藤
修
が
そ
の
課
題
を
果
た
し
て
い
る
。

友
部
謙
一
著
『
前
工
業
化
期
日
本
の
農
家
経
済
─
主
体
均
衡
と
市
場
経

済
─
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
刊
、
Ａ
５
判
三
一
〇
頁
、
本
体
価
格
四
、

〇
〇
〇
円
）

二
〇
〇
七
年
度
・
第
五
〇
回
「
日
経
・
経
済
図
書
文
化
賞
」
受
賞

（
お
お
し
ま

ま
り
お
・
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）

〔
編
集
委
員
会
注
記
〕
大
島
真
理
夫
氏
と
斎
藤
修
氏
の
書
評
は
、
二
〇

〇
八
年
六
月
一
四
日
、
大
阪
経
済
大
学
に
て
著
者
の
友
部
謙
一
氏
を

交
え
て
行
わ
れ
た
書
評
会
（
第
一
一
回
日
本
経
世
済
民
史
研
究
会
）

で
の
報
告
を
基
に
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。


